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こ し がや市議会だより

　 令和８ 年６ 月定例会は、 ６ 月１ 日から １ ８ 日までの１ ８ 日間にわ

たり 開催し まし た。

　 本定例会では、「 越谷市税条例の一部を改正する条例制定について」

など１ ８ 件の市長提出議案をそれぞれ同意または可決し まし た。

　 さ ら に、 議員提出議案「 イ ラ ン 戦争の終結に向けさ ら なる 働き か

けを求める意見書について」 は賛成多数で可決、委員会提出議案「 市

長の専決処分事項の指定の一部改正について」 は全員一致で可決し

まし た。

（ 各議案の結果は 3 ページに掲載し ています。）

※定例会の日程は市議会ホームページをご覧く ださ い。

― 議員提出議案１ 件、委員会提出議案１ 件を可決 ―

６ 月定例会において2 0 議案を可決

◇主な議案の内容 …………… ②③

◇審議結果 ……………………… ③

◇常任委員会の審査 ………… ④⑤

◇市政に対する一般質問 …… ⑥⑦

◇市議会から のお知ら せ ……… ⑧

表紙の写真 「 越谷ブルー」 　

撮影者　 秋田　 稔 様（ 大沢在住）

撮影場所　 宮前橋（ 令和7 年(2 0 2 5 年)8 月）

スマホ用アプリ 「 マチイ ロ 」 で
市議会だよ り をご覧いただけます。こ し がや市議会だより の愛称「 ha rm o ny」

は、 ワンチームを連想さ せ、 調和を奏でる

と の思いが込めら れています。

　 越谷市議会では、 市民に開かれた議会を目

指し 、 議会活性化に向けた取り 組みを進めて

おり ます。 議会中継におき まし ては、 本会議

中継に加え、 委員会中継を ラ イ ブ配信し てお

り 、 令和８ 年５ 月から は、 新たに議会運営委

員会の録画配信を 実施し てお

り ます。

　 右のＱ Ｒ コ ード から 視聴す

るこ と ができ ます。

市
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

議会運営委員会の録画配信が

視聴でき ます

http://www.city.koshigaya.saitama.jp/gikai/
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　 質疑および討論については、 その主なも の

を掲載し ています。

　 各議案の概要は市議会ホーム

ページに掲載し ています。

　 本議案は、 個人番号を利用するこ と ができ

る事務を定めるこ と 等に伴い、 所要の改正を

行う 必要があるため、 提案さ れまし た。

　 改正の内容は、 本市が独自に個人番号を利

用するこ と ができる事務と し て、 新たに「 障

害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援

するための法律による地域生活支援事業の実

施に関する事務」 を定めると と も に、 当該事

務を処理するために市が保有する特定個人情

報を庁内において連携し て利用するこ と を可

能と するも のなどで、 令和９ 年２ 月１ 日など

から 施行し ます。

▶ 反対討論

▷ 　 マイ ナンバーカ ード は、 性質上、 一度で

も 情報の誤り や漏えいが生じ た場合、 個人の

生活に深刻な影響を及ぼす。 重大な個人情報

を取り 扱う にあたり 、 いかにし て市民の不安

を解消するのか、 依然と し て課題があると 感

じ る。 市民の利便性の向上は、 行政サービス

における 重要な要素だが、 その前提と し て、

市民が安心し てサービスを利用できる環境が

不可欠。 マイ ナンバーカ ード を巡る情報漏え

い事案は後を絶たない。 市民の個人情報を守

ると いう 、 行政の責務を最優先すべきである

と 同時に、 政府の進めるマイ ナンバー制度に

反対であり 、 利用拡大を安易に推進するので

はなく 、 独自利用の拡大は慎重であるべきと

考えるため、 本議案に反対する。

　 歳入では、 生活扶助費等負担金、 財政調整

基金繰入金の追加が主なも のです。

　 歳出では、 訪問介護事業所等が行う 、 人材

確保の推進などに係る支援金や、 生活保護費

の追加支給に係る扶助費の追加が主なも ので、

補正予算額は５ 億１ ８ ０ ０ 万円になり ます。

▶ 議案質疑

問　 国の生活保護基準の引き下げを最高裁が

明確に違法と 認定。 市の受け止めは。

答　 生活保護事務は第１ 号法定受託事務で、

生活保護法による実施要領に基づき、 申請受

付、 調査、 保護決定などの事務を地方自治体

が、 それ以外の基準などに関する事務は国が

担っ ている。 当時、 保護変更決定処分を行っ

た本市と し ても 大変遺憾である。

問　 一連の経緯が市民や現場職員へ与える影

響は。

答　 最高裁判決を受けた行政への不信感など

のご意見は寄せら れていないが、 受給者や市

民の方に少なから ず何ら かの影響があると 考

えている。 また、 処分を実際に行っ た職員の

モチベーショ ンや、 本来生じ るはずのない追

加給付に係る事務負担など、 職員に与える影

響は大きいも のと 考えている。

問　 今後、 国の制度運営に対し 、 地方自治体

と し て主体的に意見を述べる考えは。

答　 国の制度運営に関し て、 一自治体でと い

う より 、 まと まっ た団体と し て言う と それな

り の威力が出てく る。 中核市の市長会や提案

募集方式などを活用し て、 義務づけや枠づけ、

さ ら に関与の在り 方の見直し など機会を捉え

て提案し ていき、 国と 地方の協議の場を通じ 、

市民サービスのさ ら なる向上に努めていく 。

白川　 秀嗣

平成１ ５ 年から 当選６ 回。

副議長、 民生常任委員長、

決算特別委員長、 建設常任

副委員長などを歴任

（ ７ ３ 歳）

　 本議案は、 山田大助議員ほか１ ０ 人から 共

同提案さ れまし た。

意見書の要旨

　 日本はこ れまで、 アメ リ カ 、 イ ラ ン双方と

深い関係を築いており 、 イ ラ ン戦争終結のた

めに両国およびイ スラ エルに対し て、 あら ゆ

る外交努力を尽く すなど、 さ ら なる働きかけ

をするこ と を求める。

意見書提出先　 内閣総理大臣、 外務大臣、 防

衛大臣

▶ 反対討論

▷ 　 本意見書が示す国際紛争の早期終結への

願いや中東情勢が地域経済や市民生活へ影響

を及ぼし う ると の問題意識については理解す

る。 また、 現場において原材料や製品の調達

に苦慮し ている事業者がいるこ と や、 一部製

品で供給の遅れや入手困難が生じ ているこ と

も 認識し ている。 し かし ながら 、 本意見書で

は、 ホルムズ海峡封鎖によるナフ サをはじ め

と し た原油由来製品の不足が市民生活や事業

活動に大きな影響を与えていると の認識が示

さ れている。 一方、 政府は中東以外から の代

替調達の拡大、 備蓄の活用、 在庫調整などを

進めており 、 原油およびナフ サを原料と する

製品について、 全体と し て供給継続を図る対

応を進めている。 地方議会と し て求めら れる

のは、 不安を増殖するこ と ではなく 、 実態を

冷静に把握し 、 事実に基づいた議論を行う こ

と である。 直近では停戦に向けた外交協議も

発展し 、 国際社会において、 事態の沈静化に

向けた取り 組みが進めら れている。 情勢はな

お流動的な中で、 地方議会と し て追加的な意

思表明を行う 必要性については、 慎重に判断

すべきと 考え、 本議案に反対する。

▷ 　 地上から 戦争をなく すこ と 、 こ れは人類

共通の願いであり 、 日本政府は中東情勢をは

じ めと する国際社会の安定のためにあら ゆる

努力を尽く すべきであると 考えている。 また、

中東情勢の影響により 、 市民生活や市内事業

所の皆様に多大なる負担をかけている点につ

いては、 一刻も 早く 改善すべき 事態であると

認識し ている。 ６ 月１ ５ 日、 米国およびイ ラ

ン双方が戦闘終結等に関する覚書に合意し た

旨が発表さ れた。 こ れまで日本政府は事態の

沈静化が一刻も 早く 図ら れるこ と が最も 重要

と の立場から 、 積極的な外交努力を行っ てき

たが、 今回の覚書の合意は、 事態の収束に向

けた大き な一歩であり 、 当事者国なら びに仲

介役を果たし てきた関係国が粘り 強く 交渉を

行っ てき た結果であると 考える。 日本政府に

は、 今後も 中東情勢に最も 大きな影響を受け

ているアジアの代表と し て、 世界のエネルギ

ー安全保障、 原油市場の安定に向けた働きか

けを期待する。 意見書の根底にある平和への

願いには理解をするも のの、 国に対し てさ ら

なる働き かけを一律に求める本意見書の趣旨

は、 政府の取り 組みや現状の外交情勢に必ず

し も そぐ わないと 考え、 本議案に反対する。

▶ 賛成討論

▷ 　 ト ラ ンプ大統領への国際的な評価は必ず

し も 高いも のと はいえず、 和平文書への調印

が明日（ ６ 月１ ９ 日） に控えているが、 いま

だ予断を許さ ないと 言わざるを得ない。 調印

そのも のが終わっ ても 、 こ れまでも 停戦期間

中に武力の応酬があっ たこ と など、 イ スラ エ

ルから レバノ ンへの攻撃を含めて、 今後また

戦闘行為が一切起き ないと も 断言でき ない。

さ ら に核問題などは調印後、 期間を決めて交

渉するこ と になっ ており 、 こ の間のアメ リ カ

と イ スラ エルのイ ラ ンへの攻撃は核交渉の最

中だっ たこ と から 、 交渉を成功さ せ、 戦争終

結さ せるためには、 こ れから の努力が極めて

重要であると 考える。 意見書に記載さ れてい

ると おり 、 日本はこ れまで、 中東諸国、 と り

わけイ ラ ンと は長年の外交努力のも と で親密

な関係を築き上げてきた。 またアメ リ カ と も

深い関係にある 。 こ の外交的立場を 生かし 、

今後の交渉を成功さ せるこ と は、 日本政府に

できるこ と であり 、 積極的に取り 組むべきと

考え、 本議案に賛成する。

▷ 　 現在、 中東情勢を巡っ ては、 関係者間で

軍事行動の抑制や緊張緩和、 終結に向けた協

議が進めら れていると の見方がある一方、 そ

の内容は、 なお不透明な部分が残さ れている。

特にホルムズ海峡の安全確保や就航の自由を

巡っ ては、 関係当事国の認識や期待に一定の

隔たり が指摘さ れている。 今必要なのは、 国

際法と 国際秩序に基づき、 継続的かつ実効性

ある外交努力によっ て、 地域全体の安定に繋

げていく 視点である。 国際連合憲章は、 国際

紛争の平和的解決を基本原則と し ている。 ま

た、 国際人道法は、 いかなる状況下において

も 、 民間人保護を求めている。 武力による応

酬の継続は、 結果と し て一般市民の生命と 生

活に深刻な影響を与え、 中東地域の不安定化

は、 エネルギー供給、 物流、 物価を 通じ て、

日本経済や地域経済にも 影響を及ぼす。 地方

自治体も 例外ではなく 、 市民生活を守る観点

から 、 国際情勢を無関係と はできない。 市民

の暮ら し と 安全を 守る 立場から 、 国に対し 、

停戦の定着、 対話の継続、 地域全体の安定に

向けた外交努力を 求める 意思を 示すこ と は、

十分な意義があると 考え、 本議案に賛成する。

　 本議案は、 議会運営委員会から 提案さ れま

し た。

　 改正の内容は、 地方自治法の引用条項の移

動に伴う 条文整理を行う も ので、 令和８ 年９

月２ ４ 日から 効力を生じ ます。

主  な  議  案  の  内  容

監査委員の選任について（ 議員選出）

イ ラ ン 戦争の終結に向けさ ら なる働き か

けを求める意見書について

市 長 提 出 議 案

議 員 提 出 議 案

委 員 会 提 出 議 案

越谷市行政手続における 特定の個人を 識

別するための番号の利用等に関する 法律

に基づく 個人番号の利用に関する条例の

一部を改正する条例制定について

市長の専決処分事項の指定の一部改正に

ついて

令和８ 年度越谷市一般会計補正予算（ 第

１ 号） について

し ら かわ　 ひでつぐ
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≪越谷市議会議員　 　 条例定数＝３ ２ 人　 現員数＝３ 1 人≫

議案番号
付　 託
委員会

議　 案　 名 議案番号
付　 託
委員会

議　 案　 名

市長提出
第 3 8 号

市長提出
第 4 8 号

越谷市税条例の一部を改正する条例制定について

市長提出
第 3 9 号

市長提出
第 4 9 号

財産の取得について（ 救急自動車）

市長提出
第 4 0 号

市長提出
第 5 0 号

越谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

市長提出
第 4 1 号

市長提出
第 5 1 号

市長の専決処分事項の指定の一部改正について

越谷市監査委員の選任につき 同意を求めるこ と について
（ 白川　 秀嗣　 氏）

電線共同溝整備工事（ 市道１ ０ ２ ０ 号線） 請負契約の締結について

越谷市印鑑条例の一部を改正する条例制定について

市長提出
第 4 3 号

市長提出
第 5 2 号

令和８ 年度越谷市一般会計補正予算（ 第１ 号） について

令和８ 年度越谷市病院事業会計補正予算（ 第１ 号） について

越谷市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例等の
一部を改正する条例制定について

財産の取得について（ 高度救命処置用資機材）

市長提出
第 4 4 号

市長提出
第 5 3 号

越谷市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

市長提出
第 4 5 号

市長提出
第 5 4 号

裁判上の和解について

橋梁整備工事（ ６ ６ ２ ５ 橋） 請負契約の締結について

財産の取得について（ 吸引作業車）

越谷市公共下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
制定について

財産の取得について（ バルーン投光器）

財産の取得について（ 簡易間仕切り ）

市長提出
第 4 6 号

市長提出
第 4 7 号

市長提出
第 5 5 号

委員会提出
第 2 号

民生

民生

民生

民生

総務

総務 予算決算

予算決算

総務

総務

省略

省略

総務
こども
・ 教育

環境経済
・ 建設

環境経済
・ 建設

環境経済
・ 建設

環境経済
・ 建設

すべての議員が賛成し た議案（ 議長・ 除斥議員を 除く ）

賛否が分かれた議案

大
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議案番号 付託委員会 議案名

会派名

議員名

原案
可決

○○○×××○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○○○○○○

議員提出
第 1  号

市長提出
第 4 2 号

822○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○×××××××

原案
可決
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凡例： ○…賛成　  ×…反対　 議…議長（ 議長は採決に加わり ません)

会派名の自由民主党は「 自由民主党越谷市議団」、 無所属の会は「 こ し がや無所属の会」、 立憲民主党は「 立憲民主党越谷市議団」、 日本共産党は「 日本共産党越谷市議団」、 維は「 日本維新の会」 の略

越谷市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく 個人番号の
利用に関する条例の一部を改正す
る条例制定について

イ ラ ン 戦争の終結に向けさ ら なる
働き かけを求める意見書について

民生

省略

　 市民の皆様には、 日頃より 市議会に対し 深いご理

解と 温かいご支援を賜り 、 心より お礼申し 上げます。

　 こ のたび、 私たちは６ 月定例会において、 議長な

ら びに副議長に就任いたし まし た。 改めてその使命

の大きさ と 責任の重さ を痛感し ている次第でござい

ます。

　 さ て、 急速に変化する社会情勢の中、 少子高齢化

や環境問題等、 市民生活を取り 巻く 課題は多岐にわ

たっ ており 、 地域の多様なニーズに的確に対応し て

いく ためには、 市議会と し て果たすべき役割と 責任

がますます重要になるも のと 考えており ます。

　 今後も 、 議員一丸と なっ て市民に開かれた議会を

目指し 、 議会運営のさ ら なる活性化と 透明性の向上

に努める所存でございます。

　 皆様のご意見やご要望を真摯に受け止めながら 市

民の皆様と の対話を通じ て、 本市の持続的な成長に

向けて誠心誠意尽力し てまいり ます。

　 市民の皆様には、 なお一層のご支援と ご協力をお

願い申し 上げまし て、 就任のごあいさ つと さ せてい

ただきます。

就任のごあいさ つ

議　 長

竹内　 栄治

■平成２ ３ 年から 当選４ 回。

議長、 副議長、 議会運営委員

長、 民生常任委員長、 決算特

別委員長などを歴任(７ ０ 歳)

た け う ち 　 　 え い じ

副議長

浅古　 高志

■平成２ ７ 年から 当選３ 回。

監査委員、 民生常任副委員長、

建設常任副委員長、 議会運営

委員などを歴任(５ ０ 歳)

あ さ こ 　 　 た か し



同型の救急自動車

　 ６ 月定例会に上程さ れた議案のう ち 、市長提出議案1 5 件が部門別の常任委員会に

付託さ れ審査を 行いまし た。

※質疑のあっ た議案について主な質疑と 答弁を 掲載し ています。Ｑ Ｒ コ ード を 読み

取る と 、委員会の録画映像を ご覧いただけます。

常 任 委 員 会
（ 部 門 別 ） の 審 査

総  務

民  生

越谷市税条例の一部を改正する条例制定に

ついて

問　 固定資産税の免税点引き上げの理由お

よび市の影響額は。 また、 自主財源と し て

の市税全体の見通し は。

答　 今回の税制改正は、 物価高への対応お

よび力強い経済の実現を目的と し て税制面

で対応を図っ たと さ れており 、 その一環と

し て、 長年据え置かれた税制上の基準額の

見直し が行われたも のである。

 固定資産税においては、 前回の見直し が

あっ た平成３ 年と 比較し 、 地価公示や建設

工事費用の物価変動、 企業間で取引さ れる

商品の価格などの指数のう ち、 関連する指

数が増加し た家屋と 償却資産の免税点が引

き上げら れたも のである。 影響額は、 約７

４ ０ 万円の減収を見込んでいる。

 また、 市税全体の見通し については、 給

付付き税額控除の動向などにより 、 不透明

な状況であるが、 市税の確保は、 財政運営

上重要な課題であるこ と から 、 未登記家屋

や償却資産の調査などの取り 組みを強化す

るなど、 適正課税による市税確保に引き続

き努める。

財産の取得について（ 救急自動車・ 高度救

命処置用資機材） （ 計２ 議案）

※２ 議案一括質疑

問　 取得する救急自動車２ 台のう ち、 新た

に増車と なる１ 台の配置場所および救急隊

の編成に関する考え方は。

答　 増車さ れる救急自動車については、 現

在建設中の（ 仮称） 桜井分署へ配置する予

定である 。 ま た、 救急隊を １ 隊増やす場

合、 ３ 人編成・ ３ 交代で計９ 人の人員が必

要と なるこ と から 、 今後の定数条例の改正

に併せて計上し ていく 考えである。

財産の取得について（ バルーン投光器・ 簡

易間仕切り ） （ 計２ 議案）

※２ 議案一括質疑

問　 国の地域未来交付金を活用するこ と に

よる、 市の実質的な負担割合は。 また、 数

量の算出根拠および配置基準は。

答　 地域未来交付金のう ち地域防災緊急整

備型を 財源と し て おり 、 補助率は２ 分の

１ 、 かつ中核市の上限額は５ ０ ０ ０ 万円で

ある 。 さ ら に、 地方負担分２ 分の１ のう

ち、 その８ 割を特別交付税で措置さ れる予

定であるこ と から 、 こ の通り 執行さ れた場

合には、 実質的な市の負担は１ 割程度を想

定し ている。

　 ま た、 バルーン 投光器４ ４ 台について

は、 小中学校の屋外に仮設ト イ レ等を設置

し た場合の利用環境およ び安全確保のた

め、 市内４ ４ 校の小中学校に配置する予定

である。

　 簡易間仕切り については、 カ ーテンタ イ

プを要配慮者向けと し て８ ９ か所の指定避

難所と ７ か所の福祉避難所に各４ 張り で合

計３ ８ ４ 張り を、 フ ァ ミ リ ータ イ プは一般

の避難者向けと し て、 既存備蓄２ ４ １ ０ 張

り に加えて地域未来交付金を最大限に活用

し て買い増し を行う も のであり 、 避難所の

規模に応じ て 適正に配置を 行う 考え であ

る。

❹　 　 　 　 　 こし がや市議会だより 　 令和8 年（ 2 0 2 6年）８ 月1 日

越谷市行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律に基

づく 個人番号の利用に関する条例の一部を

改正する条例制定について

問　 マイ ナンバー利用における事務の誤り

を防ぐ ための対策は。 また、 今回の独自利

用事務追加による市民の負担軽減と 本市の

事務負担軽減効果は。

答　 入力誤り 等による事務処理の誤り を防

止するため、 複数名によるダブルチェ ッ ク

を普段から 実施し ている。 こ れに加え、 国

のガイ ド ラ イ ンおよび越谷市特定個人情報

等の取り 扱いに関する安全規定に基づき、

適正な管理運用を各課に徹底する。 また、

市民に対し ては利便性の向上だけでなく 、

情報照会事務の安全性についても 説明を

行っ ていく 。

 市民の負担軽減効果と し ては、 市外から

の転入者が費用負担算定に必要な所得証明

書等の取得が不要と なり 、 利便性が向上す

る。 本市の事務負担軽減効果については、

市民から の所得証明書の提出を待つこ と な

く サービスの決定が可能と なるため、 決定

までの期間短縮など事務処理の効率化が図

れる。

▶ 反対討論　 厚生労働省や埼玉県での個人

情報漏えい事案が示すよう に、 デジタ ル化

の推進と 並行し て情報管理体制の強化が急

務であり 、 マイ ナンバーはその性質上、 一

度でも 情報に誤り や漏えいが生じ れば個人

の生活に深刻な影響を及ぼすため、 こ のよ

う な重大な個人情報を取り 扱う にあたり 、

市民の不安解消が喫緊の課題である 。 ま

た、 市民の利便性向上は重要である も の

の、 その前提と し て市民が安心し てサービ

スを利用できる環境が不可欠であり 、 マイ

ナンバーカ ード の利用が進まない現状は、

個人情報保護に対する市民の強い懸念の表

れであるこ と から 、 こ の懸念が払拭さ れな

いまま独自利用事業を拡大するこ と は、 か

え っ て 制度全体への不信感を 招き かねな

い。 市民の個人情報を守ると いう 行政の責

務を最優先すべきであり 、 本市においては

市民感覚に寄り 添い、 政府が進めるマイ ナ

ンバーカ ード の利用拡大を安易に推進する

のではなく 、 独自利用の拡大を慎重に行う

べき であると 考え、 本議案に反対する。

裁判上の和解について

問　 裁判所の和解提案を受け入れた理由と

賠償額の妥当性は。 また、 今後の病院賠償

責任保険料への影響は。 さ ら に、 市民の信

頼回復に向けた取り 組みおよび再発防止策

は。

答　 医療行為に過失があり 死亡し たと 認め

ら れる場合には、 損害賠償額が数千万円と

なるこ と も あるが、 過失による死亡の可能

性が高いと までは言えない場合には、 裁判

所の判断で数百万円から 一千万円程度の損

害賠償が認めら れるこ と が多い。

 本件は過失による死亡の可能性が高いと

までは言えないも のの、 検査などを早期に

行う べきであっ たと の裁判所の心証などか

ら 、 和解金５ ０ ０ 万円で和解を受け入れる

こ と と し た。 また、 今回の和解金は保険会

社から 補填さ れるが、 令和１ ０ 年度以降の

保険料に影響が出る可能性はあるも のの、

次年度の保険料には影響し ない。

 市立病院と し ては、 今回の件を重く 受け

止め、 患者家族への丁寧な説明、 相談し や

すい体制づく り や、 医療安全管理室を通じ

た院内ニュ ース、 講演会などにより 院内全

体で医療安全に関する情報共有の徹底等を

行い、 再発防止を図る。 また、 医師に対し

ては顧問弁護士による研修会を開催するな

ど、 医療安全の意識向上に努める。



6 6 2 5 橋（ 小曽川地内）

各議案の概要は右記Ｑ Ｒ コ ード

から ご覧いただけます。

　 ６ 月定例会に上程さ れた議案のう ち、市長提出議案２ 件が予算決算

常任委員会に付託さ れ、各分科会に送付し 審査を 行いまし た。

※質疑のあっ た議案について主な質疑と 答弁を 掲載し ています。

Ｑ Ｒ コ ード を 読み取ると 、委員会の録画映像を ご覧いただけます。

予算決算常任

委員会の審査

環境経済・
建設

こ ども ・
教育

総　 務　 分科会

こ ども ・ 教育  分科会

民　 生　 分科会

環境経済・ 建設  分科会

こし がや市議会だより 　 令和8 年（ 2 0 2 6年）８月１日　 　 　 　 　 ❺

橋梁整備工事（ ６ ６ ２ ５ 橋） 請負契約の締

結について

問　 ボッ ク スカ ルバート 形式を採用し た判

断基準と 、 ラ イ フ サイ ク ルコ ス ト の評価

は。 また、 住民影響の最小化のための対策

は。

答　 既設橋の上下流の橋り ょ う も 同形式で

更新し ているこ と から 本件橋り ょ う にも 適

用可能であり 、 橋り ょ う 形式より も 工期の

短縮が図れる ほか、 経済性、 施工性に優

れ、 更新費用も 安価であるこ と から ボッ ク

スカ ルバート 形式を採用し た。 橋り ょ う 形

式と 比較し て、 必要な部材等が少なく 、 コ

ンク リ ート 構造物のため、 耐震性も 十分に

満たすこ と から 、 ラ イ フ サイ ク ルコ スト で

も 有利であると 考えている。 また、 近隣住

民には丁寧な説明を心がけるほか、 施工範

囲の外周に歩行者用通路を設け、 歩行者の

安全対策を行う 。 一時的に片側通行の必要

性が生じ た際には、 警察と 十分に協議を行

い、 安全性や、 施工時間帯の配慮に努めて

いきたい。

電線共同溝整備工事（ 市道１ ０ ２ ０ 号線）

請負契約の締結について

問　 無電柱化整備に係る地上機器のかさ 上

げの根拠は。 また、 未整備区間におけるム

ク ド リ 被害の継続的な状況把握は。

答　 地上機器内は一定の冠水にも 支障がな

い設計であるが、 さ ら なる防災機能の向上

のため、 かさ 上げを行う も のである。 一般

的な機器の高さ が約１ ４ ０ センチメ ート ル

あるこ と から 、 道路利用者の視認性を考慮

し 、 １ ５ センチメ ート ルのかさ 上げを行う

予定である 。 ま た、 未整備区間において

は、 樹木・ 電柱が残るこ と から 、 説明会等

でムク ド リ 被害を懸念する声をいただいて

いる。 ムク ド リ 被害については、 状況の確

認はも ちろんのこ と 、 情報があっ た際は、

現状を確認し 、 関係課等と 調整し ながら 対

応を検討し ていきたい。

越谷市児童福祉施設の設備及び運営に関す

る基準を定める条例等の一部を改正する条

例制定について

問　 専門職を保育士と みなすこ と に伴う 、

保育の質を確保するための対策は。 また、

認定こ ども 園の学級編制基準の変更に伴う

今後の課題は。

答　 専門職を保育士と みなす場合、 当該専

門職が子育てに関する知識・ 経験を有する

こ と 、 具体的には保育所等における勤務年

数が３ 年以上であるこ と などが条件と さ れ

ている。 併せて、 同じ ク ラ スに別の保育士

を配置し 、 支援体制を確保するこ と が条件

と さ れており 、 当該保育士についても 、 勤

務年数が３ 年以上の常勤保育士を配置する

こ と が望まし いと さ れている。

　 専門職の活用に伴う 保育の質について

は、 こ のよう な制度上の担保により 確保さ

れるも のと 考えている。 また、 認定こ ども

園の学級編制基準の変更について、 本市の

保育ニーズが今後も 一定の水準で維持さ れ

るも のと 仮定すると 、 施設では受け入れ人

数の削減か、 学級数の増加が必要になると

見込まれる。 特に、 学級数の増加の場合、

保育教諭等の人材確保に加え、 園舎の改修

等が必要と なる可能性があり 、 こ れを課題

と し て捉えている。

令和８ 年度越谷市一般会計補正予算（ 第１

号） について

問　 平成2 5 年生活扶助基準引き 下げに伴

う 保護費追加給付について、 対象者数は。

また、 保護廃止世帯への周知方法と 支給ス

ケジュ ールは。 さ ら に、 国が示し た再減額

に対する市の考えは。

答　 平成２ ５ 年８ 月から 令和８ 年３ 月まで

の期間に保護を受給し ていた世帯が対象で

あり 、 生活保護受給中の世帯約３ ６ ０ ０ 世

帯、 保護廃止世帯約２ ６ ０ ０ 世帯を想定し

ている。 保護廃止世帯への周知方法と 支給

スケジュ ールについては、 ８ 月から 専用窓

口と コ ールセン タ ーな ど で の事務を 開始

し 、 ９ 月から の支給を予定し ている。 すで

に国が相談センタ ーを設置、 周知し ている

が、 本市においても 広報、 ホームページ、

コ ールセンタ ー、 チラ シ配布等で広く 周知

する 。 さ ら に、 国が示し た再減額につい

て、 最高裁判決で違法と 判断さ れた減額処

分の取り 消し ではなく 、 減額率の変更であ

るこ と は認識し ているが、 市と し ては法定

受託事務であるため、 国が定める基準に基

づいて適正に事務を進める。 なお、 市独自

のコ ールセンタ ーや直接訪問において聴取

し た被保護者から の意見や要望について、

最低限度の生活を維持し ていく 上で必要な

も のについては、 機会を捉えて国に伝えて

いく 。

令和８ 年度越谷市一般会計補正予算（ 第１

号） について

問　 小中一貫校整備におけるＰ Ｆ Ｉ 事業の

活用による効果についての分析は。 また、

工事完了に伴い、 引き渡さ れた内容が契約

関係書類に適合し ていると 判断し た正確性

は。

答　 Ｐ Ｆ Ｉ 事業の活用は、 民間のノ ウハウ

活用や事業費抑制、 市の財政負担の平準化

に加え、 市の要求水準にのっ と っ た施設設

備の整備やさ まざまな意向の反映などがメ

リ ッ ト と 認識し て いる 。 引き 続き 、 経済

性、 効率性、 有効性の予算執行に努め、 現

場確認と 適正な検査および維持管理に努め

ていきたい。

　 また、 川柳小学校高学年棟校舎の検査に

ついては、 建設業者による社内検査、 監理

者による検査、 Ｓ Ｐ Ｃ による検査、 民間に

よる建築確認検査などの通常検査の後、 市

で最終的な 検査を 行い、 完成確認通知を

行っ ている。 是正工事の確認については、

市長部局と も 連携し 、 是正箇所が計画どお

り に行われているか、 工事の各段階で、 そ

の都度、 専門職も 含め行っ てきた。 また、

是正工事の品質および安全性については、

万が一の場合は、 Ｓ Ｐ Ｃ 側が責任を持つこ

と で、 確認書を取り 交わし ている。

　 今後も 、 こ ども たちや保護者にと っ て、

安全・ 安心で、 教員にと っ て働きがいのあ

る学校と なるよう 、 努めていきたい。

　 令和８ 年度越谷市一般会計補正予算

（ 第１ 号） について

　 「 財政調整基金繰入金の繰入理由と 算

出根拠」 など に関する 質疑があり ま し た。

　 環境経済・ 建設分科会に送付さ れた事

項はあり ませんでし た。



「 読書の推進」「 朝の小１ の壁」 に

ついて

和泉田 宏幸 議員公明党越谷市議団瀬賀　 恭子  議員公明党越谷市議団

住民主体による介護予防について

小林 豊代子  議員自由民主党越谷市議団

❻　 　 　 　 　 こし がや市議会だより 　 令和8 年（ 2 0 2 6年）８ 月1 日

一般質問
　 ６ 月定例会では２ １ 人の議員が市政全般について質問を行いまし た。

※一般質問は、 議案に関係なく 、 市の行政事務について市長および執行機

関に質問するこ と で、 越谷市議会では１ 人１ 時間を目途に行われます。

問　 新大袋地区センタ ー・ 公民館北側の今

後の土地利用について

市長　 今年度は周囲に安全施設を整備し た

う えで西大袋土地区画整理事業に伴う 工事

車両や資材置き 場と し て利用を予定し てい

る。 今後は西大袋土地区画整理事業の早期

完成に注力すると と も に、 施設の利用状況

や地域のご意見等を踏まえながら 、 公共施

設等総合管理計画と の整合を図り つつ、 対

象用地の活用について検討し ていく 。

Q 大袋地区センタ ー・ 公民館北側の

土地利用について

武藤　 智  議員Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ 越谷

問　 令和６ 年度までに埼玉県立大学と 越谷

市リ ハビリ テーショ ン連絡協議会と 実施し

た「 通いの場」 における介護予防活動の効

果検証を踏まえ、市ではどのよう に活用し 、

住民主体の介護予防活動につな げている

か。

市長　 令和７ 年度には４ ６ 名の介護予防

リ ーダーを 養成し 、 こ れまで「 通いの場」

のなかっ た地区を含め、新たに７ か所の「 通

いの場」 が立ちあがっ た効果がある。

Q

問　 災害時にペッ ト と 同行できる避難所の

受け入れ体制は。

市長　 現在、 全ての避難所でペッ ト を受け

入れるが、 飼育スペースは原則、 屋外の空

きスペースと し ている。 今後は一般避難者

への影響を最小限に抑え、 屋内でペッ ト を

受け入れら れる避難所の拡大を段階的に進

め、「 自己完結」 のルールや受け入れ可能

な避難所の一覧を明確にし た「 ペッ ト 避難

受け入れガイ ド ラ イ ン」の策定に取り 組む。

Q 避難所の受け入れ体制について

問　 武蔵野線沿いフ ェ ンスにく ずを枯ら す

ため、Ｊ Ｒ 関連会社がグリ ホサート を 含む

除草剤を散布し ていた。 グリ ホサート 系除

草剤は人の健康や生態系への悪影響が懸念

さ れ、 世界では使用禁止や規制強化が進ん

でいる。 公共施設での使用は。

市長　 公共施設の除草は機械や人力で行う

こ と を基本にし ている。 狭あいな箇所で除

草作業が困難な場合に対し 、 適正な量のグ

リ ホサート 系除草剤を使用し ている。

Q 公共施設でのグリ ホサート 系除草

剤の使用状況について

問　「 書店活性化プ ラ ン」 に対する 市の今

後の対応は。

教育長　 他自治体を参考に街の書店と 図書

館双方の活性化の取り 組みを調査する。

問　 小学校始業時間前のこ ども の居場所に

ついては。

市長　 一部地域におけるモデル事業実施に

向けた検討を進め、 保護者の就業支援と 児

童の居場所の確保による、「 朝の小 1 の壁」

の解消に努めていく 。

Q

問　 今年は埼玉県で実施する５ 年ごと の通

学路安全総点検の年であるが、 市教育委員

会と し てどのよう に改善要望を反映し 、 安

全対策につなげていく のか。

教育長　 各校の要望をと り まと め、 県を通

じ て道路管理者・ 警察等の関係機関と 調整

し 整備計画を策定、 ５ 年間で改善を進めて

いく 。 また、 こ の計画に限ら ず随時の要望

にも 市や警察等関係機関と 連携をと っ て安

全確保に努めていく 。

Q 通学路安全総点検について

清水　 泉  議員無　 所　 属

問　 こ ども の居場所づく り 支援事業の取り

組みと 、 自治会館など身近な地域資源を居

場所と し て活用促進する考えは。

市長　 市で整備し た居場所の継続に加え、

Ｒ ８ 年度から 民間団体の活動と 連携。Ｎ Ｐ

О法人と の連携協定に基づき 、 自治会館な

ど既存施設保有者と 居場所づく り 希望者を

つなぎ居場所創設を支援。 子ども 会と も 協

働事業を試行実施。 官民連携により 、 地域

の中での多様な居場所づく り を促進する。

Q こ ども の居場所づく り 推進事業の

令和8 年度から の取り 組みについて

問　 越谷隕石についての学びは。

教育長　 市内小中学校向けに配布し ている

地域教育資料「 越谷のすてき 」 のほか、 中

学校３ 年生理科の教科書において越谷隕石

を写真つきで紹介。 教科書では市内中学生

だけに限ら ず広く 周知さ れている。

問　 校外施設の活用状況は。

教育長　 児童館コ スモスをはじ め、 市内外

の施設を活用。 今後も 、 興味関心を抱き 多

く の経験ができ る機会と し ていきたい。

Q 宇宙へのロマンを駆り 立てる学び

について

問　 延長保育料の現金徴収は、 保護者及び

保育所双方の負担と なっ ている。 業務効率

化と 利便性向上の観点から 、 キャ ッ シュ レ

ス 化を 進める べき と 考え る が、 市の見解

は。

市長　 保護者には現金準備の負担があり 、

保育所にも 現金取り 扱いの負担があると 認

識し ている。 今後は他自治体の事例を参考

にし ながら 、 利用し やすい方法について検

討を進めていく 考えである。

Q 保育現場におけるＩ Ｃ Ｔ 活用につ

いて

越谷隕石

鉄を含んでおり 磁石も 吸い付く

ペッ ト と 同行でき る避難所イ メ ージ

（ 生成Ａ Ｉ 作成）

問　 不登校児童への中間的居場所を単なる

読書ができる空間ではなく 安心し ていら れ

る居場所への活用についての考えは。

市長　 学校図書館は読書センタ ー、 学習セ

ンタ ー、情報センタ ーの３ つの役割があり 、

児童生徒の学びと 成長さ せる場所であると

認識し ている。 業間休みなど多く の生徒が

利用するこ と も あり 、 中学校ではさ わやか

相談室、 小学校で はス ペシャ ルサポート

ルームを居場所と し て設置し ている。

Q 学校図書館をサード プレイ スに活

用するこ と について

市政に対する

菊地　 貴光  議員こ し がや無所属の会

土屋　 来夢  議員立憲民主党越谷市議団 小林　 成好  議員日本維新の会

大野　 恭子  議員こ し がや無所属の会 大和田　 哲  議員日本共産党越谷市議団



民間学童による習い事事業の実施

について

山田　 大助  議員日本共産党越谷市議団

久保田　 茂  議員公明党越谷市議団 大田 ちひろ   議員無　 所　 属

金井　 直樹  議員Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ 越谷

横井　 聖美  議員Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ 越谷

工藤　 秀次  議員日本共産党越谷市議団

こし がや市議会だより 　 令和8 年（ 2 0 2 6年）８月１日　 　 　 　 　 ❼

　 各議員の氏名の左にあるＱ Ｒ コ ード を スマート

フ ォ ン 等の専用アプ リ で読み取る と 、 一般質問の

録画映像をご覧いただけます。

斎藤　 豪人  議員こ し がや無所属の会

問　 遠方から 通う 児童に対する暑さ 対策の

窓口があいまいで、 通学路における窓口を

一つにすべきと 考えるが、 市の見解は。

教育長　 教育部局は、 遠方から 通う 児童に

対する暑さ 対策のみなら ず、 通学路の安全

対策について道路整備や環境整備、 防犯対

策、 交通対策等一つ一つ状況を確認し 、 適

切な担当課所や関係機関と 連携を図っ てい

る。 今後も 、 教育委員会を中心と し て担当

課所や関係機関と 連携を深めていきたい。

Q 遠方から 通う 児童に対する暑さ 対

策について

問　 中東情勢による市内の事業者や公共機

関への影響と 対策は。

市長　 市立病院や市内医療機関では、 多少

の余波はあるも のの診療への大きな影響は

ない。 建設事業者では、 シン ナーや塗料、

コ ーキン グ材と いっ た材料が不足し て お

り 、 工期が遅れるほか、 材料価格の高騰に

よ り 経営に影響が出ている。 融資、 相談、

情報発信に努め、 支援を行う 。

Q 中東情勢による市内事業者や公共

機関への影響と 対策について

問　 介助を行う 家族にと っ て、 外出先に介

助用ベッ ド があるかどう かは安心し て外出

できるかを左右する重要な問題である。 設

置状況を伺う 。

市長　 出羽地区セン タ ー・ 公民館に１ 台、

大袋地区センタ ー・ 公民館に２ 台設置し て

いる。 他の地区センタ ー・ 公民館、 市民会

館は未設置である。 移動式も 選択肢に入れ

つつ、 大規模改修などの機会を捉え、 介助

用ベッ ド の設置を調査・ 検討する。

Q 地区センタ ー・ 公民館および市民

会館の介助用ベッ ド の設置状況に

ついて

問　 マンショ ンの機械式駐車場の更新には

多額の費用がかかる。 管理組合の負担軽減

や管理不全マンショ ン予防のため、 実態調

査を行う べきではないか。

市長　 市も 更新費用や稼働率低下などを課

題と 認識し ている。 管理計画認定制度やマ

ン ショ ン 管理士派遣制度を 活用し ながら 、

管理組合の状況や修繕計画等の実態把握を

進め、 他自治体の事例も 参考に調査手法を

検討し ていく 。

Q 機械式駐車場の更新問題について

問　 更新の必要性の周知は。 また更新の際

に切れ目なく 使い続けら れるよう にする考

えは。 さ ら に、 タ ク シー事業者と の連携強

化の考えは。

市長　 更新が必要な時期に、 書面でお知ら

せし ている。 約３ 割の人が更新の際に切れ

目ができ、 課題と 認識し ている。 システム

の根幹にかかわる改修は難し いが、 改善策

を検討する。 また各タ ク シー事業者と 緊密

に連携し 、 説明会や情報共有をし ている。

Q 越谷げんき　 ｄ ｅ 　 Ｍａ ａ Ｓ の現

状と 課題について

問　「 中川の郷療育セ ン タ ー」 に お け る

ショ ート ステイ の一時休止に伴う 対応は。

市長　 ショ ート ステイ の利用者やご家庭へ

の影響は大変大き いも のと 受け止める。 そ

の一方で、 入所者の生活を支える体制の維

持も 重要であると 考えている。 関係自治体

と 情報共有を図り ながら 、 早期の事業再開

に向けた運営法人による人員確保や体制整

備の動向に注視し 、 必要な助言などを行っ

ていく 。

Q 「 中川の郷療育セン タ ー」 におけ

るショ ート ステイ の一時休止に伴

う 対応について

立澤　 貴明  議員Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ 越谷 松島　 孝夫  議員Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ 越谷

問　 重大事案が発生し た際、 どう 患者やご

家族に寄り 添い、 公立病院と し て事実関係

の把握や説明責任を果たすのか。

市長　 令和８ 年度に患者支援センタ ーを設

置し 、 適切な退院支援と 病床管理、 患者や

ご家族から の相談を一次的に受け止め、 医

療事故や医療安全上の検証を 要する 事案

は、 医療安全管理室が関与し 、 診療記録の

確認等で事実関係を把握し 、 関係部署と 連

携し 、 丁寧かつ適切な対応に努めていく 。

Q 越谷市立病院における 医療安全管

理体制および病床の適正管理と 市民

への対応姿勢、 説明責任について

問　 平日の日中に送迎ができない家庭の児

童は習い事の選択肢が狭まり やすく 、 体験

や教育機会の格差につながっ ていると 思わ

れる。 子ども の習い事の送迎時間を確保し

にく い保護者のニーズに応えるため、 学童

の学びの場を充実するため、 民間学童によ

る習い事事業を実施し てはどう か。

市長　 安全面や施設の使用状況など多角的

な視点から 調査・ 研究を進め、 学童の民間

事業者と 情報共有を図っ ていく 。

Q

問　 せんげん台駅東口は令和１ １ 年度にか

けて予算規模約２ ４ 億円にて雨水貯留施設

工事を実施する予定である。 一方、 せんげ

ん台駅西口で行っ ている冠水対策は。

市長　 新方川の河川改修に合わせ、 せんげ

ん台駅周辺において浸水被害の軽減を図る

対策を進めている。 西口では既存の道路排

水機能の確保に努めると と も に、 今後の道

路整備に合わせ、 路面排水の処理能力の向

上などの冠水対策について検討し ていく 。

Q せんげん台駅西口く すの木通り の

冠水対策について

問　 再生資源物の屋外保管に関する条例は

狭義のヤード に対象が限定さ れている。 広

義のヤード に対する規制の検討状況は。

市長　 広義のヤード の規制の強化に向けて

市内約６ ０ ０ ０ か所について調査し た。 検

討委員会を設置し 、 新規条例の制定を検討

さ せている。 先進事例である川口市の条例

の施行状況も 注視し つつ、 令和９ 年度中の

条例制定を目指し 検討を進める。

Q 広義のヤード に対する規制の検討

状況について

問　 中期経営計画では３ 年間で赤字解消を

目標と し ているが、 計画初年度から 約１ ２

億円の赤字見込みと なり 、 計画と の差は４

億円超である。 計画目標は達成可能か。

市長　 目標達成は非常に困難と 考える。

問　 市立病院のあり 方や建替えについては

長年検討が続いているが、 いまだ方向性が

示さ れていない。 責任ある判断を行う 時期

に来ていると 考えるが見解は。

市長　 今年度中に方向性を示し たい。

Q 越谷市立病院について

越谷市立病院

小口　 高寛  議員立憲民主党越谷市議団

野口　 高明  議員Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ 越谷



　 ６ 月定例会において、 議会運営委員、 総務

常任委員、 各種議会議員、 審議会等委員の辞

任等に伴い、 次の方々が選出さ れまし た。

議会運営委員会委員

（ ◎委員長　 〇副委員長）

◎久保田　 茂　 〇横井　 聖美

　 立澤　 貴明

総務常任委員会委員

　 畑谷　 　 茂　 　

埼玉県都市ボート レース企業団議会議員

　 竹内　 栄治

越谷・ 松伏水道企業団議会議員

　 浅古　 高志　 　 竹内　 栄治

東埼玉資源環境組合議会議員

　 菊地　 貴光　 　 立澤　 貴明　 　 野口　 高明

　 畑谷　 　 茂　 　

越谷市都市計画審議会委員

　 金井　 直樹

越谷市空家等対策協議会委員

　 山田　 大助

越谷市土地開発公社監事

　 金井　 直樹

越谷市社会福祉協議会理事

　 浅古　 高志

埼玉県共同募金会越谷市支会理事

　 浅古　 高志

■Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ 越谷

　 令和８ 年６ 月１ 日付で、Ｎ Ｅ Ｘ Ｔ 越谷の代

表者が松島孝夫議員に変更になり まし た。

■公明党越谷市議団

　 令和８ 年６ 月１ 日付で、 公明党越谷市議団

の代表者が瀬賀恭子議員に変更にな り ま し

た。

■こ し がや無所属の会

　 令和８ 年６ 月５ 日付で、 こ し がや無所属の

会の代表者が菊地貴光議員に変更になり まし

た。

■自由民主党越谷市議団

　 令和８ 年６ 月８ 日付で、 自由民主党越谷市

議団の代表者が伊藤治議員に変更になり まし

た。

　 令和８ 年度全国・ 埼玉県の各市議会議長会

定期総会において、 永年にわたる地方自治の

発展に寄与さ れた功績により 、 次の方々が表

彰さ れまし た。

議員職２ ０ 年以上表彰

金井　 直樹

平成１ ７ 年から 当選６ 回。 議

長、 監査委員、 議会運営委員

長、 建設常任委員長、 予算特

別委員長などを歴任（ ６ ０ 歳）

議員職１ ５ 年以上表彰（ 議席順）

小林　 豊代子

平成２ ３ 年から 当選４ 回。 副

議長、 監査委員、 民生常任委

員長、 子ども ・ 教育常任委員

長、 議会運営副委員長などを

歴任（ ７ ０ 歳）

島田　 玲子

平成２ ３ 年から 当選４ 回。 議

長、 副議長、 監査委員、 建設

常任委員長、民生常任委員長、

こ ども ・ 教育常任委員長など

を歴任（ ７ ９ 歳）

山田　 大助

平成２ ３ 年から 当選４ 回。 監

査委員、 環境経済・ 建設常任

委員長、 民生常任副委員長、

子ど も ・ 教育常任副委員長、

議会運営委員、 予算特別委員

などを歴任（ ５ ３ 歳）

　 令和８ 年９ 月定例会は、 ９ 月１ 日（ 火） か

ら ２ ８ 日（ 月） までの２ ８ 日間にわたっ て開

催する予定です。

　 詳し く は、 市議会ホームページまたは議会

事務局までお問い合わせく ださ い。（ ☎９ ６

３ －９ ２ ６ １ ）

　 本定例会では、 ６ ８ 人の傍聴者があり まし

た。 いただいた感想から 一部要約し て紹介し

ます。

■初めて の傍聴だっ た。 子育て 世代の私に

と っ ては大変有意義だっ た。

■と ても スムーズな進行で分かり やすい議会

だっ た。 地域住民や市民をよく 考えている質

問内容で勉強さ せていただいた。

■と ても きれいで素晴ら し い空間だっ た。 議

会を 傍聴で き る 機会はな かな かな いので、

も っ と 市民に認知し ても ら う 必要があると 感

じ た。

■こ のよ う な議会の進め方だと 議員も 眠く

なっ てし まいそう なので、 も っ と 市民が参加

できるよう な形が良いと 思っ た。

　 こ し がや市議会だよ り Ｎ Ｏ .２ ３ ２ 令和８

年（ ２ ０ ２ ６ 年） ５ 月１ 日号において、 誤植

があり まし た。 正し く は次のと おり と なり ま

す。 お詫びし て訂正いたし ます。

５ ページ　 民生分科会

（ 正） 令和８ 年度越谷市介護保険特別会計予

算について

（ 誤） 令和８ 年度越谷市後期高齢者医療特別

会計予算について

❽　 　 　 　 　 こし がや市議会だより 　 令和8 年（ 2 0 2 6年）８ 月1 日

やまだ　 　 　 だいすけ

かない　 　 　  なおき

こ ばやし 　 　 　 　 と よこ

し まだ　 　 　 れいこ

 募集内容

　 越谷市に関連する 行事、 風景、 人物、 そ

の他季節に合う も の

 応募規定

　 １ 人１ 回につき ２ 枚ま で。 おおむね３ 年

以内に撮影し たも の。（ ただし 、 景観に変化

がなければ制限はあり ません）

 応募資格

　 越谷市在住、 在勤または在学の方

 応募期間

　 令和８ 年（ ２ ０ ２ ６ 年） １ ０ 月１ ３ 日（ 火）

まで

こ し がや市議会から の

お
知

ら
せ

９ 月定例会の開催予定

議員表彰

議会人事

会派代表者の変更

傍聴し て一言

お詫びと 訂正

　 今議会の一般質問は教育長への質問

が多かっ たと 感じ まし た。 まち の子ど

も たちを 取り 巻く 環境等の関心度が高

い市民の代弁ですね。 今後は、 ６ 月か

ら 台風被害を 考える と 自然災害に強い

まちの構築、 そし て、 一人ひと り の準

備、 自助、 共助、 公助を 意識し て、 ご

近所の助け合いの話題がテーマと 思い

ます。 ご自愛く ださ い。

広報・ 図書室協議会委員

小林 豊代子

編　 集　 後　 記

令和８ 年１ １ 月１ 日号のこ し がや市議会だより の表紙写真を 募集し ます。

 応募方法・ 応募先

　 応募票に写真を 添えて議会事務局（ 本庁

舎７ 階） まで提出し てく ださ い。

　 また、 写真を メ ールで提出し ていただく

こ と も でき ます。 採用さ れた写真には、 応

募者（ 撮影者） の氏名、 写真のタ イ ト ル、

撮影場所を 掲載し ます。 なお、 応募写真は

表紙に合わせて、 適宜ト リ ミ ン グや文字の

追加等の画像編集を 行いますのでご了承く

ださ い。

表紙写真を 募集します令和８ 年

１１月１日号


